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７月１日（水）、教育記念館において、標記の研修会が行われました。開会の

挨拶では、石田和義 県小学校長会顧問より、以下 4点の話がありました。 

 

 １点目は、学校の安全・安心の構築についてです。令和８年６月 26日に「学

校における防火防災に係る安全点検等の実施等について（通知）」が出されてい

ます。学校災害が起こるのは、「不安全な環境」と「不安全な行動」が 74％重な

ったら学校事故が起こると言われています。（1）安全管理による不安全な環境の

改善については、安全管理の徹底を行うということです。特に学校保健安全法施

行規則第 28条（安全点検）で、安全点検は、「毎学期一回以上、児童生徒が通常

使用する施設及び設備の異常の有無について系統的に行わなければならない」

とあり、①他の教員の目線（担当場所の交代）②児童の目線の活用③ＰТＡ、地

域等の目線の活用をしていくことが非常に大切であるということです。（2）安全

教育による不安全な行動の改善については、①危険等発生時対処要領の作成等

では、避難訓練で出火場所、避難場所はいつも同じ設定でないか、第二避難場所

は決めてあるかということ。②地域の関係機関等との連携を図り、他人事の意識

から我が事にするようにということでした。 

 ２点目は、熱中症事故防止、水難事故防止、自殺予防についてです。 

 熱中症を予防するためには、登下校時を含め、発達段階を踏まえながら適切に

指導することが必要です。また、運動を行った後は、十分にクールダウンするな

ど、体調を整えたうえで、その後の活動（登下校を含む）を行うことが大切です。 

 ３点目は、教職員の服務規律の確保及びメンタルヘルスの保持についてです。 

 どんな厳しい管理より、温かい一言が、気にかける言葉が教職員の心を打ちま

す。孤立している教職員はいないか、困っている教職員はいないか、いつもと違

うという「気づき」、丁寧な「傾聴」、専門機関に「つなぐ」、温かく「見守る」

ことを大切にしていくということでした。 

 ４点目は、学校に求められていることについてです。 

 子ども理解を基盤とした授業改善、他者を価値ある存在として尊重する朝の

会や、対話を通した協働的な学びの充実です。そして、子ども一人一人が自立し

た学びを思う存分取り組んだり、安心して失敗したりできる場の保証が、楽しみ

でたまらなくなる学校につながるのではないかということでした。 

  



最後に、氷見市小学校長会の取組として、「教員の資質向上に取り組む「チー

ム氷見」～「資質向上のための指標」を活用して～について提案発表がありまし

た。小学校・義務教育学校の 10校のОＪТの推進の課題改善に向けて、一つの

組織「チーム氷見」となり、教員の人材育成を推進した提案でした。氷見市校長

会の提案を受け、グループごとに意見交換し、研修を深めました。 


